
令和８年度　延岡市立延岡小学校　学校経営方針  
                                                                                                   
  　延岡市「わかあゆ教育プラン」  
 　幸動　～　自他の幸せのために学び行動する子ども　～
                
                               
                  【 学校の教育目標 】 

          気付き、考え、幸動する児童の育成  
 関 係 法 令          コミュニティスクー
 学習指導要領              〈子ども像〉                            〈学校像〉 ル(学校運営協議会)
 県 教 育 方 針    の取組 
 市 教 育 方 針    気付く子  活気ある学校 地域創生 
   考える子  美しい学校 地域住民の期待 
   幸動する子  地域に根ざした学校 地域と共にある学校

   人権教育       
 特別支援教育     　　　  〈教職員像〉             　　　 　　　 〈保護者像〉 

  
   一人一人を大切にする教職員  笑顔のある家庭づくりに努める保護者   ＰＴＡ 
 情報の積極的   常に向上を目指す教職員  温かさと厳しさをもった保護者         活動の充実
 公開   責任を自覚し信頼される教職員  子どもと共に学び成長する保護者
 
 

【学校経営の基本理念】 
 
 子どもたちの未来のために、日々改善を続け、 
 子どもとともに進化し続ける学校
 

【学校経営のキーワード】 
 
 「チャレンジ！」　「ととのえる！」 
 「好き」を育み、「得意」を伸ばす 
 　　ス ク ー ル ワ イ ド Ｐ Ｂ Ｓ　 
 
 

【気付き、考え、幸動することができるように身に付けさせたい子どもの姿】 
【確かな学力の定着】               【豊かな心の育成】       　　　  【健康・安全教育、食育の充実】 

○　基礎学力をしっかり身に付けた  ○　進んで元気なあいさつができる ○　命の尊さを理解し、危険予知・回避能  
　児童  　児童 　力を身に付けた児童  
○　身に付けた学力を生活に生かす  ○　人権感覚を身に付け、思いやり ○　規則正しい生活リズムを身に付けた児  
　児童 　のある言動がとれる児童 　童  
○　自分に合った学習習慣を身に付 ○　集団生活や社会のきまりを守る ○　健康を考えた食生活ができる児童 
　けた児童 　児童 ○　体力向上に努める児童

その具現化のために、下記の７つの到達目標と㉓の具体的実践事項を実施・達成していく。

(1)　地域・保護者とともにある延岡小の教育　（学校） (2) めざせ！　確実で特色ある教育課程の実現 （教務部）

①　コミュニティスクール(学校運営協議会)の充実を図り、 ④　ふるさと教育・キャリア教育・福祉教育の充実、推進に
　地域と学校の計画的な連携、協働の推進に努める。 　努める活動を全学年で実施する。 
②  全ての教育活動において、結果に責任がもてる取組を推 　　　　　　　　　　　　　　（体験活動・探求的な学び） 
　進するため、職員の各部評価３．３以上をめざす。 ⑤　全教育課程を通して、気付き、考え、幸動できる児童を
③  保護者の学校の取組に対する評価（学校評価）で、平均 　育成しようとする職員１００％をめざす。 
　３．３以上をめざす。 ⑥　ＩＣＴを活用した授業を実践する職員100%をめざす。 

   （全学年において情報活用能力の育成を図る。）

 (3) めざせ！学力向上を全ての子ども達に！（学習指導部） (4) みんなが楽しく安心・安全な学校生活　（生徒指導部）

⑦　ひなたの学びを推進し、主体的・対話的な深い学びへ向 ⑩　「学校が楽しい」「学校は安心・安全だ」と児童が実感
 　けた授業改善に努め、子どもたちの学びに向かう力の育成 　できるように、まずは『いじめ見逃し０』をめざす。

　をめざす。（個別最適な学び・協働的な学びの充実） ⑪　安全にもつながるあいさつの定着をめざし、「あいさつ」
⑧　各種学力調査等で年度始めに立てた学年目標の到達をめ 　ができる児童の育成をめざす。 
　ざす。 ⑫　「延岡小学校よい子のきまり」を徹底させ、校外生徒指
⑨　全校児童で図書貸出冊数、年間 18000 冊以上をめざす。 　導の充実を図り、事故発生「０」をめざす。 

 ⑬　「とむすじあ」清掃の徹底をめざす。
(5) めざせ！心身の健康と安心・安全　（保健体育部） ⑭　危機回避能力の育成に努め、緊急時の避難の仕方が分か

　る児童の育成をめざす。

⑮　学校内における事故０を目指して、万全な対策を練り実 (6) インクルーシブ時代に向けた授業・支援（特支教育部）
　践していく。 
⑯　食育及び給食指導を充実させ、給食の残食率１％未満を ⑲　特別支援教育の視点をもった学級経営、授業の構築等の
　めざす。 　各種取組を行い、授業づくりチェックリスト２７項目のう
⑰　むし歯治療率７０％をめざして、児童や保護者への啓発 　ち、２０項目以上の達成をめざす。 
　の推進に努める。 ⑳　自立と社会参加の基礎を養う授業・支援をめざす。 
⑱　体力テストＡ～Ｃ判定の児童７０％をめざして、「体力 ㉑　特別支援担当だけでなく、全ての職員で特別支援教育の
　プラン」等の積極的な取り組みを図る。 　充実に務める。 

㉒　スクールワイドPBSの推進により、児童一人一人の自己
　肯定感の育成をめざす。

(7) 支える！チャレンジ・進化する学校　（事務部）

㉓　環境を整え、安心して子どもに向き合えるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年４月版


